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１． 研究目的

本研究では，保育者が子どもの葛藤場面に出会

った際の，保育者の働きかけとして「笑い」に着

目する．具体的には，子どもの葛藤場面において

保育者が「笑い」を用いた関りをすることは，子

どものどのような状況から判断して，そのような

働きかけを行うのかを明らかにし，またそのこと

は子どもにとってどのような影響があるのかを明

らかにすることを目的とする．

 近年，保育園の拡充と共に，保育に関する質の

確保や向上について検討されている中で，保育の

質を継続的に捉え支えていくことの一つに，保育

者の人材育成ということが挙げられる．（厚生労

働省 2020） 
保育者は，日々，子どもひとり 1 人の特性や発

達の様子，子どもが置かれている状況など，さま

ざまなことを踏まえて臨機応変に関わりながら，

子どもの成長に携わっている．このような保育者

の関りは，養成校で学んだ知識や実習の経験だけ

では獲得できるものではない．実際には，保育現

場で保育者自身が子どもと関わり，また，先輩保

育者の関わる姿を見て真似たり教えてもらったり

しながら，子どもを見る視点の幅を広げ，子ども

との関り方を獲得していき，実践的なスキルとし

て身に付けていく．こうした実践的なスキルを，

経験年数によって事例に対応する違いを明らかに

した高濱（1997，2000）の研究がある．高濱（1997）
は，指導の難しい幼児への対応に関して「経験者

は複数の視点から，初心者は単一の視点から幼児

を捉えていた」「保育者は，経験と共に幼児の個人

差への関心を広げていき，その関心の変化が幼児

を捉える視点や保育行動に違いを生み出すことが

示唆された」と述べている．このような，対応が

難しい場面として「子どもの葛藤場面」への対応

が挙げられる．それは、保育園など集団生活の中

で，子どもが葛藤場面に出会う場面は年齢問わず

に見られ，子どもの葛藤やネガティブ情動に関す

る研究や，それに対応する保育者の研究など数多

く見られている．

また，高濱（2000）は，保育者の問題解決全て

に経験差が存在するのではなく，対応が難しい問

題の場合に経験差があることを明らかにしている．

その上で「保育者が保育上の問題を解決するとき

には，独特の手がかりやこつを使うことが示唆さ

れる」と述べている．この「手がかりやコツ」と

いうものの一つに，保育の中でも，保育者が日常

的に行っている，保育者自身が「笑顔」でいるこ

とや，子どもを楽しませようと「笑わせる」など

「笑い」という具体的な行為にあると考えた．な

ぜなら，子どもが葛藤する場面というのは，子ど

も自身がネガティブな情動状態にあり，時として

子どもはその気持ちをうまく切り替えられないこ

とがある．そのような時，保育者自身が意識的に，

あるいは無意識的に「笑顔」で関わったり，また，

子どもを「笑わせる」ような関りをして，子ども

のネガティブな情動状態を解消しているのではな

いだろうか．このような「笑い」という，保育者

の具体的な働きかけにより，葛藤する子どものネ

ガティブな情動を解消することに関与しているな

らば，保育者の「笑い」を用いた働きかけという
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ものが高濱（2000）の言う「手がかりやコツ」に

値するのではないかと考える． 
 そして、経験者ならではの「手がかりやコツ」

としての「笑い」実践的なスキルを明らかにする

ことは，保育に関する質の確保や向上に繋がり，

保育者の人材育成に関与するのではないかと考え

る．  
 柴原（2006）は，人間が笑うという行為はスト

レス解消や乳児期における母親（養育者）とのア

タッチメントなどに重要な役割を果たしていると，

海外の研究から「笑い」の意義を見出している．

このことは，保育の中で日常的に見られる「笑い」

ということにおいても，同様な意義があると考え，

そこに着目した研究として明らかにする必要があ

ると考える． 
 これらのことから，子どもの葛藤場面において，

保育者の働きかけとして「笑い」を用いた関りを

することは，子どものどのような状況から判断し

てそのような働きかけを行うのか．また，その働

きかけは子どもにとって，どのような影響がある

のかを明らかにしていく． 
 
２．研究実施内容 
 今回は，本研究の目的を明らかにする前に，こ

れまでの先行研究の整理を行った．保育者が子ど

もの葛藤場面に働きかけることについて，多くの

研究があるため，それについて検討をしていく．

その前提として，子どもの葛藤の意義について整

理を行う．その上で，保育者の働きかけについて

検討を行う. 
 

2.1．子どものにとっての葛藤の意義 
 子どもが葛藤する意義においては，大きく２つ

に分かれる. 
1 つ目は，養育者との間においてみられる葛藤

の意義についてである．子どもの葛藤がみられた 
際に，養育者がその葛藤を受け止めることが愛着

関係の形成に繋がったり，発達において重要な経

験であるということである（坂上 2002，本岡 2019）． 
2 つ目は，子ども間においてみられる葛藤の意

義についてである．子ども間における葛藤では，

様々な社会的関係の中で，他者を理解する能力を

獲得したり，自分の意思を表現する方略を学習す

る重要な機会になっているということ（本郷ら

1991，倉持 1992，山本 1999，山本 1995a，山本 1995b，

山本 1996）である．つまり，子どもが葛藤するよ

うなネガティブな情動を経験することは，成長す

る過程において重要なことであると言えよう．そ

して，子どもは成長と共に興味や関心が広がり，

友だちとの間における葛藤場面が増えてくる．し

かし、自分たちでは解決できないことから，そこ

に介入する保育者の働きかけが必然的にみられる.
したがって，葛藤場面に関わる保育者に関する研

究も多く存在すると言えよう. 
 

2.2．葛藤場面での保育者の働きかけについて 
葛藤場面に働きかける保育者においても、2 つの

状況に分かれる． 
 1 つ目は，子ども間において葛藤する状況に関

わる保育者の働きかけについてである．保育者は，

子どもの状況（情動状態，発達状況や課題，仲間

関係など）に考慮して柔軟に関わっている（本郷

ら 1991，野澤 2010，朝生ら 1991，松原ら 2019，
友定ら 2007）とある．しかし，これらは，葛藤場

面へ介入する保育者の働きかけは多様で，子ども

の状況に応じた臨機応変な対応が必要とされてお

り，保育者の具体的な働きかけまでは明らかにな

っていない．        
 しかし，子どもの葛藤場面における保育者の具

体的な働きかけにより，子どものネガティブな情

動状態の変化が明かになっている研究もある．保

育者の具体的な働きかけとして，「気持ちを和ませ

る介入行動」（水津ら 2015）や「ふざける行動」（田

中 2019）をすることで，子どもの興奮や緊張状態

を緩和したり，ネガティブな気分を切り替えたり，

異質な雰囲気に巻き込むなどである．これらの研

究では，保育者の具体的な働きかけにより葛藤す

る子どもを支えていることが示唆されている．こ

の具体的な働きかけは、高濱（2000）が言う「保

育者が保育上の問題を解決するときには、独特の

手がかりやこつを使う」という「手がかりやコツ」

に値する．しかし，研究事例が少ないことで，そ

の研究において明らかになったという結果に留ま

っており，保育者の実践的なスキルということま

では明らかにはなっていない. 
 2 つ目は，乳児などが自らネガティブ情動を表

出する状況において，葛藤する子どもに関わる養

育者（保育者，母親）の働きかけについてである．

本岡（2019）は，子どもがネガティブな情動表出

をした際，それに関わる保育者は「間主観的な感
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じに根差している」愛着関係として存在するため，

互いに必然的に葛藤が現れることを明らかにして

いる．そのため，保育者は現れた葛藤をポジティ

ブに受け止め，乳児を間主観的に把握しようとし

続けることが重要であり，保育者が葛藤をポジテ

ィブに受け止めるためには，保育者を支えるもの

の存在が必要であるとし，研究の中においては「わ

らべうた」が有効であったことを明らかにしてい

る．また蒲谷（2013）は，乳児のネガティブ情動

表出に対し，母親が「笑顔を伴った心境言及」を

することで，子どものネガティブな情動状態を言

語化し，形を与えてやることができることを明ら

かにしている．このことは，母親が「笑顔を伴っ

た心境言及」をすることで，乳児のネガティブな

情動に巻き込まれずにポジティブに関わることが

できたと言えよう．そしてそれは，本岡（2019）
が言う，子どものネガティブな情動に出会った際

に、保育者を支えるものの存在の必要性を裏付け

ていると考えられる．これらのことから，保育者

が子どもの葛藤場面に出会った際には，保育者自

身が，子どもの葛藤場面に出会った際は，子ども

のネガティブな情動状態に巻き込まれないような

実践的なスキルが必要であると言えるのではない

か． 
 これらのことから，子どもの葛藤場面に介入す

る保育者は，高濱（2000）がいう「手がかりやコ

ツ」を用いて働きかけていると言えよう.その「手

がかりやコツ」というものが，日々，保育者が意

識的にも無意識的にも行っている「笑い」という

行為に潜んでいるのではないかと考え，このこと

を明らかにすることは保育者の実践的なスキルを

明らかにすることになると考える． 
したがって，本研究では，子どもの葛藤場面に

おける保育者の働きかけとして「笑い」に着目し，

保育者は子どものどのような状況から判断して，

そのような働きかけを行うのか.また保育者が「笑

い」を用いた働きかけをすることは，子どもにと

ってどのような影響があるのかを検証し，子ども

の葛藤場面における，より具体的な保育者の働き

かけを明らかにすることを目的としている.現在

は，これら先行研究を踏まえて、フィールド調査

の選定やリサーチクエスチョンを整理している段

階である． 
 

 

３．まとめと今後の課題 
本研究では，子どもの葛藤場面において，保育

者が働きかける「笑い」に着目し，保育者はどの

ような状況において「笑い」を用いた関りをする

のかを明らかにすることを目的としている．今後

は、これから先行研究を踏まえて，研究方法，研

究場面，いかに研究データを収集するかを決定し，

次年度に本調査に臨めるように取り組んでいく． 
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